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はじめに

私たちTSCP学生委員会は、学生の視点から「東大サステイナブルキャンパスプロ

ジェクト（TSCP）」を推進する学内組織です。TSCPとは、大学キャンパスからサステ

イナブルな社会のモデルを示していくことを目的に、キャンパスの低炭素化を最優先課

題に取り組んでいるプロジェクトです。2008年から始まり、現在は施設部のTSCPチーム

が取り組んでいます。2015年からは私たちTSCP学生委員会が発足し、TSCPチームと連携

して、学生の視点からサステイナブルキャンパス実現へ向けて活動しています。

私たちTSCP学生委員会は主に、学内の省エネを推進する活動をしています。しかしそ

れだけでなく、活動の1つとして、「学生のサステイナビリティ意識の向上」にも取り

組んでいます。それは、キャンパスの利用者である学生の意識を変えることこそが、サ

ステイナブルキャンパスの実現に向けた大きな力になると考えているからです。

学生のサステイナビリティ意識の向上を目指すうえで、私たちが注目しているのは、

SDGs（Sustainable Development Goals）です。SDGsとは、2015年9月に国連が、地球環境

や経済活動、人々の暮らしを持続可能なものにするために2030年までに世界が取り組む

べき行動目標としてまとめたものです。SDGsは、気候変動、生物多様性保全、貧困など

多岐にわたる現代のサステイナビリティの課題をわかりやすくまとめたものでもあるた

め、SDGsの理解はサステイナビリティの全貌を把握する一助となると考えています。

TSCP学生委員会のメンバー
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「東大生のSDGs意識調査2018」基本情報

実 施：TSCP学生委員会

実施協力：東京大学施設部施設企画課TSCPチーム

分 析：TSCP学生委員会・「東大生のSDGs意識調査2018」分析グループ

実施期間：2018年10月15日～10月31日

回答者数：2063人

そのため私たちは、SDGsの考え方を普及させることで、学生のサステイナビリティ意

識を向上させる取り組みを行っています。2018年10月、その取り組みの一環として、

「東大生のSDGs意識調査2018」を実施しました。この調査は、学生のサステイナビリ

ティ意識の現状を把握し、SDGsやサステイナビリティ意識の効果的な普及方法を明らか

にすることを目的として実施したものです。 SDGs認知度やサステイナビリティ意識に

関わる調査は徐々に増えてきていますが、大学生を対象にしたものはとても少ないため、

本調査の結果は全国的にも貴重なデータになると考えています。

この報告書では、「東大生のSDGs意識調査2018」で得られたすべての結果とそこから

わかったことについて紹介します。この調査結果は、学生のサステイナビリティ意識の

現状とその効果的な普及方法に関し、様々な示唆を与えてくれると思っていますので、

多くの団体に利用され、サステイナブルなキャンパス作りに、さらにサステイナブルな

社会の実現に貢献することを願っています。

SDGsが掲げる17の目標とそのアイコン
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学生のSDGs認知度１

1-1 東大生のSDGs認知度

知っている

44%

聞いたこと
がある

19%

聞いたこと
がない

37%

図1 東大生のSDGsの認知

本調査より、SDGsについて19%の学生が“聞いたことがある”、また44%の学生が“知っ

ている”という結果が得られました(図1)。ここでは、“聞いたことがある”と“知っている”

を「SDGsを認知している」と捉え、合計して東大生のSDGs認知度は63%であると算出

しました。

日本のSDGs認知度は他国と比べて低いと言われており、国民に広くSDGsを普及

する必要があります。本調査では、SDGsの効果的な普及方法を考えるため、東

大生のSDGs認知度を明らかにしました。さらに、学部・研究科や学年による

SDGs認知度の違いも分析しました。

(注1) 全国大学生活協同組合連合会が、全国30大学の学部学生10980人に対して、2018年10~11月に実施。
https://www.univcoop.or.jp/press/life/report.html

(注2) 朝日新聞が、東京・神奈川に住む15～69歳3000人に対して、2019年2月に実施。
https://miraimedia.asahi.com/sdgs_survey04/

設問形式
Q. SDGsを知っていますか？

a)聞いたことがあり、意味を知っている b)聞いたことがあるが、意味は知らない
c)聞いたこともない

日本の大学生を対象にした他の調査では、SDGs認知度が61%(注1)と報告されており、

本調査における東大生のSDGs認知度とほぼ変わりませんでした。また、一般国民を対

象にした調査では、SDGs認知度は19%であるとの報告があり(注2)、大学生、そして東

大生の認知度は一般国民よりも高いことが分かりました。

1-2 SDGs認知度の一般大学生、一般国民との比較
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1-3 学部・研究科別の比較

図2 学部生のSDGsの認知・学部別

SDGs認知度は学部・研究科によって異なっていました(図2, 4)。また、特に学部生に

おいては、文系学生の方が理系学生よりもSDGs認知度が高いことが分かりました(図3,5)。

SDGs認知度が学部・研究科によって異なるのは、講義でSDGsを取り扱うかどうかが

学部・研究科ごとに異なるためであると考えられます。しかし、本来、SDGsはすべて

の学問と関わっているため、すべての学部・研究科において取り扱うべき事柄です。そ

して、SDGsは現代社会を生きる者として、学部・研究科に関係なくすべての学生に

知ってほしい内容です。SDGs認知度向上のために、特に本調査で認知度が低かった学

部・研究科においては、SDGsと学部・研究科の学問の関わりを考え、講義に取り入れ

ることが必要だと考えられます。

図3 学部生のSDGsの認知・文理別

図4 院生のSDGsの認知・研究科別 図5 院生のSDGsの認知・文理別
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1-4 学年別の比較

図6 SDGsの認知・学年別

東大生のSDGs認知度は、学部1年生と博士課程で低く、学部2~4年生で高い傾向があ

りました(図6) 。学年に対して山型を示していると言えます。

なぜこのような傾向を示したのでしょうか？その理由として、修士2年、博士課程の

学生は、SDGsが掲げられた3年前にはすでに専門的な勉強をしており、SDGsを知る機

会が少なかったため、認知度が低いと考えられます。一方で、学部2~4年生は、SDGs

が制定された後に、教養課程の講義でSDGsを学ぶ機会があったので、認知度が高いと

考えられます。また、学部1年生の認知度が低いのは、高校時代にSDGsを学ぶ機会が少

ないためであると考えられます。

以上の考察から、大学院生などの、すでに専門分野を学んでいる学生に対して、

SDGsを学ぶ機会を用意することが重要であると考えられます。また、高校生に対して

もSDGsについて触れる機会をつくることが重要だと考えられます。

1-5 性別間の比較

図7SDGsの認知・性別

男性と女性では、SDGs認知度に大きな違いはありませんでした(図7)。
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SDGsを知ったきっかけ２
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図8 SDGs認知のきっかけ

SDGsを認知している東大生の多くは、大学の講義をきっかけにSDGsを認知してい

ることが分かりました(図8)。この結果から、講義はSDGsを学生に普及させる強力な

ツールであると考えられます。

また、テレビや新聞をきっかけに、多くの学生がSDGsを認知したことが分かりまし

た。これらのメディアでSDGsを取り上げる機会が出てきましたので、今回のような結

果になったと考えられます。そのため、メディアによるSDGsの普及も効果的と考えら

れます。

学生にSDGsを普及させるうえで効果的なツールは何でしょうか？それを明らかにする

ため、本調査では、SDGsを知っている、または聞いたことがあると回答した東大生を

対象に、SDGsを認知したきっかけを調べました。

2-1 学生がSDGsを知ったきっかけ

設問形式
Q. （SDGsを知っている方へ）SDGsをどこで知りましたか？（複数選択可）

a) 大学の講義 b) 高校の授業 c)テレビ d)新聞 e)就活 f)SNS g)知人から
h)本

7

割
合

大
学
の
講
義



8

学生のSDGs共感度３

とても
共感する

54%
少し共感する

37%
■とても共感する
■少し共感する
■あまり共感しない
■まったく共感しない
■どちらとも言えない

図9 SDGsへの共感 図10 SDGsの認知と共感の関係

本調査より、54%の学生が“とても共感する”、37%の学生が“少し共感する”という結

果が得られました。ここでは、“とても共感する”と“少し共感する”を「SDGsの考え方

に共感している」と捉え、東大生のSDGs共感度は91%で、とても高いと考えられます

(図9)。

SDGs認知とSDGsへの共感の関係を見ると、SDGsを認知している学生ほどSDGsに

強く共感していることが分かりました(図10)。また、SDGsを聞いたことがない(＝本調査

で知った)学生でも、SDGs共感度は8割以上であることが分かりました(図10)。このこと

から、SDGsは多くの学生から共感されやすい目標であり、普及さえすれば、その考え

方の重要性は多くの学生に伝わるのではないかと考えられます。

学生のサステイナビリティ意識を考えるうえで、SDGs認知度を調べるだけでは不十

分です。それは、SDGsを認知していたとしても、その考え方に共感してその重要性を

理解しているかはわからないからです。そこで本調査では、学生に対して、「今後の社

会の発展においてSDGsの達成が重要である」という考え方に共感するかどうかを調べ

ました。

3-1 東大生のSDGs共感度

設問形式
Q. 今後の社会の発展において、SDGsの達成が重要であるという考え方に共感します
か？

a)とても共感する b)少し共感する c)あまり共感しない d)まったく共感しない
e)どちらとも言えない
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SDGsと学生の就職活動４

図11 就職先選びにおける企業の
SDGs貢献度の考慮

図12 就職先選びにおける企業の
SDGs貢献度の考慮とSDGs認知の関係

本調査より、“考慮する”と“少し考慮する”を合計すると、56%の東大生が就職先を選

ぶ際に企業のSDGs貢献度を考慮するという結果が得られました(図11)。SDGsに取り組

む企業は、就活生に対しても好印象を与え、学生からの人気につながると考えられます。

また、SDGsを認知している学生ほど、就職先選びの際に企業のSDGs貢献度を考慮す

ることが分かりました(図12)。このことから、大学生のSDGs認知度の向上は、SDGsに

貢献する企業に対してよい影響を与えると考えられます。さらに、大学生のSDGs認知

度の向上が、SDGsに貢献する企業を増やすインセンティブになるとも考えられます。

これまで、企業経営層などにおけるSDGs認知度が多く注目されてきましたが、大学

生のSDGs認知度も、社会の変化を考えるうえで重要なことが分かります。

2017年に経団連が企業行動憲章にSDGsを組み込んで以来、SDGsを経営に組み込む企

業が増えてきました。企業はSDGsへの貢献度をPRすることで、社会的イメージを向上

させたり、ESG投資を行う投資機関に対してアピールしたりすることができます。それ

だけでなく、就職先を選ぶ学生に対しても、好印象を与える可能性があります。そこで

本調査では、学生が就職先選びの際に、企業のSDGsへの貢献度を考慮するかどうかを

調べました。

4-1 就職先選びにおける企業のSDGs貢献度の考慮

設問形式
Q. （就職されていない方へ）将来勤める企業を選ぶうえで、その企業がSDGsを経営戦
略などに組み込んでいることを一つの判断基準として考慮しますか？

a)考慮する b)少し考慮する c)あまり考慮しない d)まったく考慮しない
e)どちらとも言えない
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SDGsの17の目標への意識５
学生は、多岐にわたるサステイナビリティというテーマの中で、特にどの分野の課題を

重要視しているのでしょうか？それを明らかにすることで、現在の学生の問題意識の傾

向を知り、特にどの分野の課題の認知が不足しており、普及啓発すればよいのかがわか

ります。そこで本調査では、サステイナビリティに関わる各課題に対する東大生の重要

度認識を調べました。選択肢となる各課題は、SDGsの17の目標が取り扱う課題とほぼ

対応するように作りました。また、各課題は捉えるスケールによってその内容が大きく

異なると考えられます。例えば、労働の問題は、世界スケールでは児童労働の問題など

と認識されていると思いますが、日本スケールでは過剰労働の問題などと認識されてい

ると思います。そのため、本調査では、世界スケール・日本スケール・身近スケールの

３つのスケールに分けて、課題への重要度認識を調べました。

設問形式
Q. 世界における社会課題として、どれが重要だと思いますか？（複数回答可）
①貧困 ②食糧問題(飢餓・食料の安定確保など) ③健康・介護福祉
④教育問題(教育格差など) ➄ジェンダー平等(女性の社会進出など)
⑥安全な水と衛生の確保
⑦エネルギー問題(再生可能エネルギー・省エネルギー・安定供給)
⑧労働問題 ⑨インフラ整備 ⑩不平等や差別 ⑪持続可能な都市・まちづくり
⑫環境に配慮した消費形態 ⑬気候変動・地球温暖化 ⑭海洋とその生態系の保護
⑮森林と陸上生態系の保護 ⑯平和(戦争・紛争・テロ)
⑰パートナーシップ(各国間の公平な資金・技術の援助や貿易)

Q. 日本国内における社会課題として、どれが重要だと思いますか？（複数回答可）
選択肢は上と同じ

Q. 個人の生活の中で、身近な課題と感じる課題はどれですか？（複数回答可）
選択肢は上と同じ
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5-1 世界スケールにおける各課題の重要度意識

5-2 日本スケールにおける各課題の重要度意識

図13 各課題の重要度認識・世界スケール

図14 各課題の重要度認識・日本スケール

世界スケールの課題としては、①

貧困、②飢餓、④教育、⑯平和が、

多くの学生に重要視されていました

(図13) 。一方で、⑧労働、⑨インフ

ラ整備、⑪まちづくりなどは他の課

題と比べてあまり重要視されていま

せんでした。

日本スケールの課題としては、

③健康、④教育、⑤ジェンダー、

⑦エネルギー、⑧労働が、多くの

学生に重要視されていました(図14) 。

一方で、②飢餓、⑥水・衛生、⑨

インフラ整備などは他の課題と比

べてあまり重要視されていません

でした。

5-3 身近スケールにおける各課題の重要度認識

図15 各課題の重要度認識・身近スケール

身近スケールの課題としては、

③健康、④教育、⑤ジェンダー、

⑧労働が重要視されていました(図

15)。一方で、②飢餓、⑥水・衛生、

⑨インフラ整備、⑭海洋生態系、

⑮陸上生態系、⑯平和などは他の

課題と比べてあまり重要視されて

いませんでした。
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5-4 スケール別の比較

各課題の重要度認識は、スケールによってどのような違いがあったのかを調べました

(図16) 。その結果、多くの課題において、重要度認識は、世界スケール＞日本スケール

＞身近スケールとなっていることが分かりました。サステイナビリティの課題は世界の

課題、他の国の課題と思われており、日本の課題、身近な課題としてはあまり捉えられ

ていないと考えられます。一方で、③健康、⑤ジェンダー、⑧労働、⑪まちづくりにお

いてのみ、世界スケール＜日本スケールとなりました。
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図17 SDGs認知と各課題の重要度認識・世界スケール

多くの課題において、SDGsを認知している学生の方が、課題の重要度認識が高い傾

向が見られました(図17,18,19)。SDGsを知ることにより、各課題への問題意識も高まる可

能性があると考えられます。そのため、SDGsは各課題の意識啓発ツールとして機能し、

SDGsの普及は各課題の問題意識の啓発にも繋がると考えられます。また、⑤ジェン

ダー、⑦エネルギー、 ⑪まちづくり、⑫生産と消費に関しては、 SDGs認知によって重

要度認識が特に大きく異なる課題であることが分かりました。

5-5 SDGs認知との関係
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図18 SDGs認知と各課題の重要度認識・日本スケール

図19 SDGs認知と各課題の重要度認識・身近スケール
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5-6 性別間の比較

図20 世界スケールでの各課題の重要度認識と性別

図21 日本スケールでの各課題の重要度認識と性別

図22 身近スケールでの各課題の重要度認識と性別

各課題の重要度認識を性別で比較してみると、ほとんどの課題では差は見られません

でした(図20,21,22)。しかし、⑤ジェンダーの課題の重要度認識には、性別により大きな

差があり、男性は女性の半数しか重要だと認識していないことが分かりました。この違

いこそがジェンダーの課題が生じる原因であるとも考えられ、特に男子学生に対し、

ジェンダーの課題の存在とその重要性を知ってもらう必要があることが分かりました。
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キャンパスのSDGs意識 -省エネ-６

図23キャンパスの省エネの重要度認識
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6-1 キャンパスの省エネの重要度認識

設問形式
Q. 東京大学の消費電力を削減することは重要だと思いますか？

a)とても重要だと思う b)少し重要だと思う c)あまり重要だと思わない
d)まったく重要だと思わない e)どちらとも言えない

Q. 現在、東京大学では消費電力削減に向けた取り組みを行っていますが、知っていま
すか？知っている取り組みを選んで下さい。（複数回答可）

a)学内消費電力量の可視化 b)トイレの蓋を閉めようキャンペーン
c)ドラフトチャンバーのサッシュを閉めようキャンペーン(SHUT the SASH)
d)キャンパス内の電力削減計画の策定(TSCP2030など)

サステイナブルキャンパスの実現に向けて取り組まなければならない課題として、

「キャンパス内の省エネ」が挙げられます。キャンパス内の消費電力量は莫大であり、

その削減は極めて重要で、東京都の条例やパリ協定によっても削減目標が定められてい

ます。本調査では、低炭素キャンパス実現のための施策の参考にするため、学生のキャ

ンパスの省エネ意識を調べました。

15

“とても重要だと思う”と“少し重要だと思う”を合計し、計72%の学生が、キャンパス

における省エネを重要だと思っていることが分かりました(図23)。しかし、この重要と認

識する割合は後述する“緑地の保全”の91%、“環境に配慮した消費”の85%と比べると低

いことが分かりました。その理由として、キャンパスのエネルギー消費の実態や省エネ

効果等を知る機会が少ないということが考えられるため、その実態や重要性をアピール

していくことが必要だと思われました。また、省エネによって大学の研究活動や学生活

動が阻害されてしまうことを危惧していることも理由と考えられます。研究活動や学生

活動と両立した省エネを進め、学生から支持される省エネ施策を行っていく必要があり

ます。



6-3 大学の省エネ施策の認知度
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図26 各施策の認知度
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図24 キャンパスの省エネの重要度
認識とSDGs認知との関係

6-2 SDGs認知、課題⑦の重要度認識との関係

図25 キャンパスの省エネの重要度認識と
課題⑦の重要度認識との関係
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SDGs認知とキャンパスの省エネ意識の関係を調べた結果、SDGsを認知している学生

の方が認知していない学生よりも、キャンパスの省エネ意識が高いことが分かりました

(図24)。SDGsを知ることで、キャンパスという身近なスケールにおける問題意識も啓発

されると考えられます。

また、SDGsの課題⑦「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」の重要度認識と

キャンパスの省エネ意識を調べた結果、どのスケールにおいても、課題⑦を重要視して

いる学生の方がキャンパスの省エネ意識が高いことが分かりました(図25)。このことから、

大きなスケールでのエネルギー問題への意識と、キャンパスという小さなスケールでの

エネルギー問題への意識には相関があると考えられます。

東京大学では、多くの省エネのための施策が実施されていま

す。それらの施策がどれほど学生から認知されているかを調べ

ました(図26)。その結果、消費電力の可視化（消費電力をモニタ

リングして、リアルタイムで大学HP上で可視化）と、トイレの

ふたを閉めるキャンペーン（非使用時にトイレの蓋を閉めるこ

とで便座を温めるエネルギーを削減）は、多くの学生に知られ

ていました。これまで通り、学生に理解してもらえるように、

学生の目につきやすい部分での省エネに力を入れる必要がある

と思われます。また、SHUT the SASHは、化学実験室のドラフ

トチャンバーに関する施策であり、利用者が少ないため認知度

が低いと考えられます。

※「課題⑦が重要と思わない学生」は、全体から
「課題⑦が重要と思う学生」を差し引いたものである

省
エ
ネ
の
重
要
度
認
識
の
割
合



キャンパスのSDGs意識 -緑地-７

図27 キャンパスの緑地保全の重要度認識
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7-1 キャンパスの緑地保全の重要度認識

サステイナブルキャンパスの実現に向けて取り組まなければならない課題として、

「キャンパス内の緑地の保全」が挙げられます。キャンパス内に一定面積の緑地を残し、

適切な管理を行うことで、都会における貴重な野生動物の生息場所、そして学生の憩い

の場となる環境を生み出すことができると考えられます。本調査では、自然豊かなキャ

ンパス作りの参考にするため、学生のキャンパスの緑地保全意識を調べました。

“とても重要だと思う”と“少し重要だと思う”を合計し、計91%の学生が、キャンパス

における緑地の保全を重要だと思っていることが分かりました(図27)。多くの学生が、

キャンパスの緑地保全の意義を感じていることが分かりました。

設問形式
Q. 東京大学キャンパス内の自然・緑地を保全していくことは重要だと思いますか？

a)とても重要だと思う b)少し重要だと思う c)あまり重要だと思わない
d)まったく重要だと思わない e)どちらとも言えない

Q. キャンパス内の自然についてどう思いますか？（複数回答可）
a)様々な動植物が生息している
b)憩いの場、勉学の時間の合間の気晴らしの場所となっている
c)キャンパス内には自然が少ない d)あまり管理されておらず、荒れている
e)どちらとも言えない
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図30キャンパスの緑地への
イメージ・キャンパス別

7-3 キャンパスの緑地へのイメージ

7-2 SDGs認知、課題⑮の重要度認識との関係

図28 キャンパスの緑地保全の
重要度認識とSDGs認知の関係 図29 キャンパスの緑地保全の重要度認識と

課題⑮の重要度認識との関係

SDGs認知とキャンパスの緑地保全意識の関係を調べた結果、SDGsを認知している学

生の方が認知していない学生よりも、キャンパスの緑地保全意識が高いことが分かりま

した(図28)。SDGsを知ることで、キャンパスという身近なスケールにおける問題意識も

啓発されると考えられます。

また、SDGsの課題⑮「陸の豊かさを守ろう」の重要度認識とキャンパスの緑地保全

意識を調べた結果、どのスケールにおいても、課題⑮を重要視している学生の方がキャ

ンパスの緑地保全意識が高いことが分かりました(図29)。このことから、大きなスケール

での緑地保全意識と、キャンパスという小さなスケールでの緑地保全意識には相関があ

ると考えられます。

キャンパスの緑地へのイメージを調べたところ約30%の学生

が「様々な動植物が生息している」と回答し、約50%の学生が

「学生の憩いの場である」と回答しました(図30)。

また、今回の調査では、自分がメインに使用するキャンパス

に関して回答してもらいました。そこで、駒場キャンパスを使

用する学生と本郷キャンパスを使用する学生を比較しました

(図31)。その結果、本郷キャンパスよりも駒場キャンパスを使

用する学生のほうが、「学生の憩いの場である」の回答は少な

く、「管理がされておらず荒れている」の回答が多くなってい

ました。この結果から、特に駒場キャンパスの緑地では管理を

しっかり行い、憩いの場としての機能を高める必要があると考

えられます。
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※「課題⑮が重要でと思わない学生」は、全体から
「課題⑮が重要と思う学生」を差し引いたものである



キャンパスのSDGs意識 -消費-８

図31 キャンパス内の消費の環境配慮意識
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8-1 キャンパス内の消費における環境配慮意識

設問形式
Q. キャンパス内の消費活動（大学備品の調達・生協購買や食堂での消費）において、
なるべく環境に配慮した消費をすることは重要だと思いますか？

a)とても重要だと思う b)少し重要だと思う c)あまり重要だと思わない
d)まったく重要だと思わない e)どちらとも言えない

Q. 私たち個人にできる環境に配慮した消費として、環境に配慮した認証を受けた商品
を選択的に購入することが挙げられます。以下の認証制度から、知っているものを選ん
で下さい。（複数回答可）

a)FSC認証 b)MSC認証 c)ASC認証 d)レインフォレスト・アライアンス認証
e)国際フェアトレード認証 f)RSPO認証

サステイナブルキャンパスの実現に向けて取り組まなければならない課題として、キャ

ンパス内の消費に伴う環境負荷の低減が挙げられます。学内では様々な物品や食品が大

量に消費されており、その一つ一つに環境への負荷が生じています。「グリーン購入」

や「持続可能な原材料の調達」の重要性が世界的に叫ばれる中、キャンパス内でも、消

費に伴う環境負荷の低減に目を向ける必要性があると考えられます。本調査では、学生

が消費に伴う環境負荷の低減についてどのように思っているかを明らかにしました。

“とても重要だと思う”と“少し重要だと思う”を合計し、計85%の学生が、キャンパス

における環境に配慮した消費が重要だと思っていることが分かりました(図31)。多くの学

生が、キャンパス内の消費において環境負荷を低減することが重要であると考えている

ことが分かりました。
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図34 認証制度の認知度

8-3 認証制度の認知度

図32 キャンパスの環境配慮消費の
重要度認識とSDGs認知との関係

8-2 SDGs認知、課題⑫の重要度認識との関係

図33 キャンパスの環境配慮消費の重要度認識と
課題⑫の重要度認識との関係

SDGs認知とキャンパスにおける消費の環境配慮意識の関係を調べた結果、SDGsを認

知している学生の方が認知していない学生よりも、キャンパスにおける消費の環境配慮

意識が高いことが分かりました(図32)。SDGsを知ることで、キャンパスという身近なス

ケールにおける問題意識も啓発されると考えられます。

また、SDGsの課題⑫「持続可能な消費形態」の重要度認識とキャンパスにおける消

費の環境配慮意識を調べた結果、どのスケールにおいても、課題⑫を重要視している学

生の方がキャンパスにおける消費の環境配慮意識が高いことが分かりました(図33)。この

ことから、大きなスケールでの消費の環境配慮意識と、キャンパスという小さなスケー

ルにおける消費の環境配慮意識には相関があると考えられます。

環境に配慮した消費の一つとして、環境に配慮していると

認証された原材料を用いた商品を選択的に購入することが挙

げられます。そのような認証制度の認知度を調べたところ、

フェアトレード認証の認知度は40%で一番高いことが分かり

ましたが、そのほかの認証の認知度は低く、認知度を上げる

必要があると考えられます(図34)。

キャンパス内における消費の環境配慮意識は高く、SDGs

認知度も6割を超えるにも関わらず、認証制度の認知度が低

いことは非常に残念です。しかし、消費に対する問題意識は

あるため、認証制度の認知度が向上すれば、環境に配慮した

消費が広まる可能性も高いと考えることもできます。
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※「課題⑫が重要でと思わない学生」は、全体から
「課題⑫が重要と思う学生」を差し引いたものである



サステイナブルキャンパスに関して
学生から寄せられたご意見

９

設問形式
Q. SDGsの観点で東京大学に意見がある、もしくは私たちが目指している「サステイナ
ブルキャンパス」に関して意見がある場合は、ご自由に記述してください。

今回のアンケートには自由回答欄を設けました。多くの学生に記入して頂き、東京大学

におけるSDGsやサステイナブルキャンパス実現に関する様々なご意見を頂くことがで

きました。学生の声に耳を傾け、それを踏まえた活動をしていこうと考えています。ど

のようなご意見があったのかをご紹介します。

最も多かった意見は、電力削減の目標が厳しすぎて、研究や学習に悪影響を及ぼして

いるのではないかというものでした。特に、図書館の夏季の室温が高すぎて不快という

人が多かったです。一方で、無駄にエアコンや照明が使われていると感じる場面も多い

ようです。電力削減については、エアコンの適切な温度設定を行ったうえで、利用者で

ある学生の理解を得ることが重要だと思いました。

〈頂いたご意見〉
「無理な電力目標を設定して空調設備や研究に支障が出るのはよくないと思う」
「学習・教育施設なのであり、図書館等での勉強効率が落ちては本末転倒である」
「誰も利用していない教室の電気がつけっぱなしであることが多いと感じる」

また、駒場キャンパスの前期課程の時に、SDGsに関わる講義を必修にするべきとい

う意見も多く寄せられました。他に具体的な提案としては、プラスチック消費の減少や

生協でのレジ袋配布の廃止（その後2019年5月に実施）、事務手続き等のオンライン化

による紙の節約等の提案も挙げられました。

〈頂いたご意見〉
「経済・教育・ジェンダー・セクシュアリティの格差について学ぶ講義（例えばジェンダー
論）を駒場時代のうちに必修にするというのも１つの策かと思います」
「講義にSDGsというトピックを取り入れても良いのではないか」
「I would like to see less plastic in shokudo or coffee shops on campus.」
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そして、東京大学の現状とあるべき姿についての意見も様々ありました。学内全体に

周知されるよう、より力を入れる必要があると感じました。また、一つ一つの取り組み

も大事だと思うが、SDGs実現につながる研究（SDGsにつながる行動を選択するための

インセンティブ設計の研究等）をすることが重要という意見もありました。

〈頂いたご意見〉
「東大生のSDGsへの意識はかなり低いと思う。自分たちが取り組むものとして考えていない
ように感じる」
「社会全体のモデルケースとして頑張ってほしい」
「定期的にSDGsのセミナーなどを開き、課題解決の提案や取り組み報告を公開型講演として
実施してほしい」
「自発的に情報を集めようとしている人しか知り得ないようだとあまり意味はないと思う」

みなさま、貴重なご意見ありがとうございました。
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